
                    宮崎県立日向高等学校 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



宮崎県立日向高等学校 数学（科目：数学Ⅱ）
教諭 尾﨑 洋一

１ 日時 令和５年１１月７日（火）４校時
２ 場所 総合Ｂ教室
３ 対象クラス 普通科２年１組（３６名）
４ 本時の目標

①関数のグラフを用いて、方程式の実数解について考えることができるようになる。
②数学的に表現した課題を焦点化して表現・処理し、得られた結果を振り返り、さらに新たな課
題を設定し解決することができるようになる。

５ 展開

段階 具体的な内容・活動 指導上の留意・配慮事項 評価内容・評価方法

導 〇２次方程式の実数解の個数 〇できるだけ多くの解法を考える 〇２次方程式の解の種類の判
入 の求め方を確認し、本時は３ ように指示する。 別できる（知識・技能／行動

次方程式の実数解の個数の求 ・判別式 の確認）
５ め方について学習することを ・解の公式
分 確認する。 （・グラフの利用）

〇「例題 〇必ず根拠を求める。 〇初見の問題を積極的に考え
方程式 〇生徒の解答の予測しておく。 ようとする。

展 ・因数分解して解く （思考力・判断力・表現力お
の異なる実数解の個数を求め ・判別式 よび主体的に学習に取り組む

開 よ。」を考える。 ・３次方程式だから実数解３個 態度／記述の確認）
・因数分解できないので解くこと

35 ができないので実数解なし
分 （・グラフの利用）

〇例題から課題の設定をし、 〇２次方程式の実数解が何を表し 〇既習事項をもとに課題を解
例題を解決する。 ていたのか考えさせ、グラフとｘ 決することができる。
「方程式の実数解は何を表す 軸の共有点を考えればよいことに （思考力・判断力・表現力お
のか？」 気がつかせる。 よび主体的に学習に取り組む

態度／記述の確認）

〇さらなる課題の設定をし、 〇グラフから、方程式の解につい 〇グラフを用いて、自分の考
解決する。 て読みとらせる。 えを説明しようとしている。
「この例題の方程式の解につ （思考力・判断力・表現力
いてできるだけ詳しく説明せ ／行動の確認）
よ。」

〇この例題から、自分たちで 〇問題の数値を変えるなどしてよ 〇自ら積極的に課題を設定
さらなる課題の設定し解決を いことを伝える。 し取り組もうとしている。
行う。 （主体的に学習に取り組む態

度／記述の分析）

ま 〇本時の振り返りを記入す ○できるだけ詳しく記述するよう 〇本時を振り返って考察を
と る。 に指示する。 深めたり、評価・改善したりし
め ようしている。

（主体的に学習に取り組む態
５ 度／記述の分析）
分


